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近世後期における太良鉱山の集落構成とその機能

～主として人と物の動きを中心として～

益子清孝＊

Iはじめに

本報告は，当館の地域研究「能代・'11本」の能代・

Ill本地域の鉱山研究グループでの調査研'先の一部であ

る。鉱山研究グループでは，峰浜村・八森町・ニヅノ|菖

町・藤里町に稼働した鉱山の特質を，鉱Illにまつわる

人と物の動き，鉱山の経営態様，鉱山にまつわる信仰

などを通して明らかにしようとするものであった。そ

のおもな調査項'二Iとして，1．鉱山の|蝿1然（分布・鉱

床・鉱石），2．鉱山とその周辺地域とのかかわり

（米・木材・諸鉱l｣|用具・労働力），3．鉱llIの|縦史

・経営（選鉱・製錬・経営・・出鉱量），4．鉱Hiにお

ける信仰（山神社・寺院），5．宗教辿物と職人史，

などである。その研究経過につL,ては，当館の59.

60年度の館報に報告してきた。筆者は，藤IⅢ町の鉱Ill,

主として太良鉱山に関する調査を担当した。

これらの調査の成果の一部は，当節の地域峡「能代

・山本～川と山のくらし～」（昭和60年12月21日附展，

Bgsiei年6月3(1日閉展，第3展示室）に展示した。ま

た，明治期における藤里町の鉱ill!淵発とその地域的特

色に関しては，当館の研究報告・第11号(P69～92

に｢惜区開坑願からみた藤里町の鉱Ill｣でm告してきた。

そこで，本報告は，主として近世後期における太良

鉱|||にまつわる人と物の動きを通して，喋藩柵戊とそ

の地飼'勺展開を考察しようとするものである。

調査の方法としては，藤里町歴史民硲筏料節収蔵太

良鉱01関係資料ならびに太良鉱山関係文書，当鮒収蔵

の杉原寿1ll著「寿山随筆」や「鉱夫雑識」等の古文書

やその他の文吾資料・文献および，現地調企などによ

った。研究方法は斎藤(1980)'などの方法を参考に

した。

なお，天保期の太良鉱山の経営などについては，当

*秋田県立博物館

館の地域展「能代Ill本一川とIllのくらし－」において

パネル展示した仙波昭彦氏原図を同氏のご好意により

活用させていただいた。それは，天保12年(1841)に

太良鉱山から藩に提出された「来寅年御鉛出積雪上」

ほか8冊の経営計画書である2)。また，太良鉱山は，

騰琴鉛山や平鉛illとも称されてきたが,本文中では｢太

良」の呼称をもちい，文書等の資料にある呼称はその

まま用いた。

Ⅱ太良鉱山の沿革

太良鉱Illは，藤里町大字太良に屈し，喋琴から約13

km北，藤琴川の上流七枚沢との合流点{､l近に位置する。

明治初年藤琴村から独立して太良鉱Ill村となったが，

明治22(1889)年に大沢村とともに藤琴村に合併した。

太良鉱山周辺の駒ケ岳（標高1157.9m)三詩l｣」95

1.7m)・物見山(852.7m)などに無数の坑道があっ

た。菅江真澄は「しげきIll本」に，太郎作淵の鋪・板

屋の鋪・うば鋪・化粧鋪・幸鋪・天狗鋪などの坑道の

名をあげ，さらに「凡むかしは，八百八口といひし釜

の口なりしかど，いまはほりにほりうがちて,UJ谷と

いはず，きりのたてどもあらず，峰の栖のごとく千あ

まりの寵の口ありといへり｡」と述べているほどである。

太良鉱Illの開坑は杉原寿Ill(行天)の『寿Ill随筆』3）

によれば，「又，或説にいう。御当領にして鉱ll－lのは

じめは，藤琴銀山，今の平鉛Illなりといえり。但此山

は古名太郎山と称す。しかるゆえんのものは，嫡子を

'平んで太郎と称すが血IIく，これ当初の鉱II｣なりという。

則，秋田領にして開所の故ならんか其年は文永中なり

とぞ。」とあり，文永年中(1264～1274)の開山であ

ると述べている。
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図1太良鉱山の位置

一方『II｣本郡平Il｣鉛山沿革記』4)には，「平鉛山藤

琴村支配文永ノ項立初本銀山ナリシヲ金1合卜云う者鉛

見立ル元禄七年子三月阿仁上杉村六郎右術門御判紙取

ル其後元禄十七年四月中大坂屋仕入ニテ相仙以後大坂

屋名前ニテ右御山長根通堺御刈分ケ迄延宝五年寅五月

ナリ」とあり,その開山は文永年中と述べている。

また，矢脳Ill鉛Illについては，「早,｣村支配山本郡

と北比内ノ境御刈分延宝九寅五月十四日刈初，御境役

小介川九助大館給人御立会ニテ御刈分アリ(I略).矢

植山ハ延宝八年達子村興七郎相働処々矢梁決鉛|||有享

保十八年大野村又右エ門見立テ相側」とある。

船遊亭扇橋著「奥のしおり」（天保14年）5)には，

「八森太良ハ系而古キ山にて平城天皇．大同二年に開

ケ候Illにて有之候，それゆへ書附ケにも八森古銀山と

有之候よし，」と述べているが，大同年間のIll-IllIにつ

!ロ
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図2太良鉱山付近の地勢（輯製＝十万分一図）

いては疑問であるとされている6)。

杉原寿¥M著の『六郡鉱山紀年録』7)には，

「平鉛IllI鱗零鉛山山本I¥¥職琴村之内，
当Illは慶長以前より成来元来藤犀銀山卜唱，寛文

末之頃より鉛山二相成，元禄十六末年道歌代庄兵衛

鈴木六右衛門受山致元禄十六年末より正徳元卯年迫

板倉重兵術，正徳卯より享保十四酉迩酉より卯年辿

大坂屋治右衛門・八郎右衛門・大坂屋武左衛門，同

廿卯より成年辿大坂屋武左術I"l・大坂屋博四郎其以

後f)｝多波武助，文化年間より御Il'illl」とあり，寛文

年間に鉛|||として稼働し，以後大坂屋がおもに受山と

していた。秋｢II髄内諸金山箇所年散帳8>によれば，文

化14年(1817)に直I1lとなった。

藩政期における生産状況を示す資料は少ないが，文

政年間の太良鉱Illの鉛産出量については，杉原寿山著
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写真3新作坑付近の最近の坑口跡

33-鉛1883眺とあり11)鉛産出量は年間約85ﾄﾝであ

った。明治8年に太良鉱lIlは工部省直轄となるが，明

治18年(1885'に,',>lll丁兵術が払下げている。明治23

年(1890)の太良・矢概の鉛産は33,3741-(約125ﾄﾝ）

で，秋田県の鉛産の77.4％を占めていた'2。なお，同

年の銅産鼠は5,738ITであった。明治36年(1903.)に

は採掘量49,963l'i(約187トン）となったがIP,[3)5治41

年(1908)の鉛産Id:は49'､ﾝに低下した。しかし，大正

元年'1912;には鉛産棚563トン（全国産比15.1%)に

達した'4．以降鉛産額は低下し，大正8年(1919)に

は休Illしたが，昭和10年に耐INしている。戦後，昭和

25年浮淋選鉱場を設け，坑内電車を架設するなどidi11

を一新した。｜剛年の従業員は156人，産出鉱敵はCu

20ﾄﾝ,Pb310ﾄﾝ,Zn750トンで･太平鉱業会社・ド*岡鉱

業所に党鉱した。imw年に王要鉱区は葛珠鉱業KKに

図3太良鉱Ill坑11

tnl)真澄｢しげきやまもと」より）

『寿Ill随筆』に「鉛ハ平一ケIl1にしても一ヶ年に二十

除万斤を出す」とあり，年間約12(1トンの産川晶となっ

ていた。

天保12年'1841;の「来寅年御鉛出械i叫上」などに

よれば，鉛2800箇9)，すなわち45,360晩|｜(約170ﾄﾝ）

の生産予定をたてていた。その総経出は約18万I'l文で

ある。石金74,000r[11から45,360聞｢1の鉛を産するこ

とから，出鉛率は，61.3％となっている。鉛の出荷先

としては加護山製錬所となっている'01．

明治8年(1875),小野組借|ﾒ期には1irJ3平均節1
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図4太良鉱山

譲渡されたが，現在は休山中である'5)。

なお，太良の呼称については，拝|||随筆によれば｢然

るに太郎と太良の文両儀通じてタラウと書来れるより

後代に至り訂||音況して太良の字をタイラと読誤りたり

といへり。古唱つねに失ふてダイラ[Ilと唱，剰平の字

を吾用へてダイラと~する事になれりといへり。さもあ
庭ろう灸〆)う錘･ろ ぽい

る事にや」と述べており，太郎一太良一平，そして太

良と呼称上変化したものと考えられる。

を展示することができた。同氏によれば，その製作年

代は文久年間1861～1863とのことであった。その

製作者などにつL､ては不詳である。この絵図の集落柵

1戊をみると,御墓所を中心に,汰場役所．役人小屋．ﾉi

（炭蔵・材木蔵・米蔵．舶蔵．小炭蔵など）．銅床．

鉛床・鉛釜・銅|_|_|釜・本番鍛冶・医者．入口番処．中

|川小屋・卿li主・焼木漬・山神・ド'I'明・念俳堂などで中

心集落が柵成されており，また，七枚沢上流部に鋪主

群が立地しており，天保14年(1843)の小屋数覚17)の

熊落構成とほぼ同規:模・同構成となっており，ほぼ近

世後期の太良鉱Illの様相を示しているものと考えられ

る。太良鉱|||研究にとって極めて貴重な資料である。

天保14年8月15日に太良鉱Illをたずねた扇橋は,「奥

のしおり」に集落景観を克明にIImきとどめているm

5）。その集落配置は，平鉛Ill岡絵図と同型になって

いる。しかし，蛎落を構成する唯物の呼称がみられな

いので，それぞれの機能的配置を知ることはできない。

集落の水雌方位に白石不動が鬼られるが,山iIll'堂.1奄息'r

Ⅲ近世後期における集落構成

鉱山は地下の有用鉱物の発見，採掘によって，四周

の集落とは関係なく，多くは僻地に急激に発達するの

で，採掘関係・坑夫社宅ともに仮普,;,'(で長屋的なもの

が密集してできる。鉱脈が尽きるとたちまち離散・消

失する。この急激な慌衰が鉱山集落の特色であるとい

ｵつれている16)。

当館の地域展「能代・山本」展で，佐藤轄氏のご協

力により，同氏所蔵「山本郡平鉛lIl岡絵図」(写真4）
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の記載はない。なお，太良の中心集落の背後に矢柵の

表門及び集落が記載されているが，平鉛山岡絵図の七

枚沢深部の門番所鋪主と考えられる。

太良鉱山の集落規模は，鉱夫雑謂によれば享保2(17

17）年人口234人（家数29軒）・明和7(1770)年750

人余，享保3（1803）年403人，文化3(1806)年380

人余，文政7（1824）年450人程となっている(表1）。

文化12（1815）年の秋田風土記では，「金小屋70軒，

人500口」とある。また，天保14(1843)年の巡検便

太良鉱山巡検時の記録（村岡靖一氏蔵・藤里町調月載）

によれば，軒数125．人数758の集落規模であった。

天保14年の金銀銅鉛鉱Ill方巡検便本田幾治郎土屋弥

市以下の太良鉱山巡検時記録に「小屋数覚」ならびに

「惣人数取調」があり，当時の集落規模及びその椴成

が記録されている（表2．3）。

総人数758人，支配人手代役人医者110人（内，出

勤27.居喰83），沢小屋264，七枚沢168，中|川・日

雇192(内，働102,居喰90),家大工9(内.m2

居喰7），火縄・本番15人である。

一方，小屋数は，支配人御手代14軒，医者1,鋪主

図5太良鉱山の集落景観

45（内，七枚18,沢小屋27），本番小屋・表門番・台

所・炭木方外方待処・床屋・鍛冶屋・庵寺各1・中間

25,日雇20,鉛釜4，蔵（竹大炭・米～文庫蔵・挽物

蔵・味噌蔵・荒物蔵・大工小屋・小沢等）合計125if

となっている。

支配人手代役人医者110人が15軒に居住し，一軒当

り7．3人となっている。一方，中間・日雇の場合は

4.3人である。また，鋪主の場合，七枚沢9.3人・沢小

屋9．8人であり，居住の形態に差異がある。集落にお

ける支配人手代役人医者と他の榊成員の比率は約1対

6の割合となっている。

明治8年の小野組経営下における鉱山従業員は546

人で，そのうち役員33人（6．0％），坑夫181人33

.2%),UJ元雑使用人332人(60.8%)であった18)。

Ⅳ鉱山集落としての機能

佐藤信淵著「坑場法律」では20)m番所・政事所・
_&、きかた

作事所・掘方曾所・薪炭曾所・輪方曾所・勘定所・雑

穀曾所・造醸曾所・雑品曾会・呉服曾所・薬種所・料
ひやり Lらとり

理所・日和曾所・歓楽所・典管所・祭祁謄などを集落

(船遊亭扇橋著｢奥のしおり」－天保14年一より）
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表1藩政lUlにおける主要鉱lIlの人口および'I'IS (A:軒数,B:総人数）

（「鉱夫雑謹」により作成）（）：諸役屋・蔵等を除く

の構成要素としてあげている。大別すると，管理的機

能として政事所・勘定所・門番所，生産的機能として

作事所・掘方曾所・薪炭曾所・輔方曾所，流通的機能

として雑穀曾所・造醸曾所・雑品曾所・呉1M曾所・医

療機能として薬種所，歓楽的機能として料理所・歓楽

所・日和曾所，金融的機能として典管所，宗教的機能

として山神社や寺院などの社寺で機能上構ﾉ戎される。

これらの諸機能の配置（図6）についてr凡そ坑

場を新に構るには先づ山谷の形勢を察し，次に水の手

を自在にし，諸材木・耕炭等の運送の利を考ひ，其の

業を為す便り宜きを第一とし，且つ惣櫛を造営するに

は，諸役所を周囲に立て，′｣､屋・長屋等を中に作るこ

と法なり。」と坑場を繁I1せしむる秘訣として述べて

いる。

平鉛|||岡絵図（写真5）をみると，外門を入ると右

手に入口番処があり，続いて役人小屋（5棟）がなら

び御聖所にいたる。一方，左手には中間小屋（2棟）

・役人小屋が続き，銅床・鉛床・本番鍛冶と御墓所と

－ 3 3 －
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8000

3000

294

25(）

1100

20(）

270

430

690

大蔦金Il

A

25(）

54

200

(40）

48

(5()）

B

1500

58(）

239

900

210

480

450

430

平鉛山

A

29

日

234

750

403

380

450

八群銀山

A

２５

37

B

152

47(）

5()0

130

170

畠銀Ill

A

72

11

5

4

B

500

73

50

23

怯岡銀山

A

17

18

８
３
０

４
４
４

B

220

270

450

340

320

東砺寺銅[II

A

ｒ
一
四
一

１１

B

117

140

160

130

70
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表2小屋数一天保1-1年一 表3総人数一天保14年一

'｣、屋 術
,lプー

･ワ 備 拷

|ﾉ1，出勤27．ルi;喰83

軒数 職柿 /、数

炎剛人御手代

雁 者

鋪主

本悉′｣、屋

中 間

'1雇

炎門番

台所

炭水方外方待処

鉛 釜

床屋

鍛冶屋

庵寺

撒

４
１
５
１
５
０
１
１
１
４
１
１
１
９

１
４
２
２

支配人手代役人|夷者

沢小屋

七枚沢

中州。日雇

家大工

火 純 。 本 番

八
Ｕ
川
孟
（
ろ
ワ
］
Ｑ
ゾ
Ｆ
Ｄ

勺
１
〈
Ｏ
〈
０
Ｑ
ヅ
－
上

１
１
ワ
』
勺
１
，
１

内，七枚18粁・沢小展27軒

内，｜動102．居喰90

内，働2，居喰7

!;’ 758

(天保14年金銀銅鉛鉱I｣｣方巡検使太良鉱Ill巡
検時の,洲記録一村岡晴一氏蔵一藤岨Vj誌所
救により作成）

竹大炭･米(文庫蔵|･挽物蔵･味

噌蔵･荒物蔵･大工小屋･'1,沢等

Ｊ三
坑
増
を
繁
昌
ぜ

く
し
む
ろ
凝
訣

右
は
松
岡
山
惣
椛
の

略
岡
な
り
。
凡
そ
抗

堤
を
新
に
祷
る
に
は

先
づ
山
谷
の
形
勢
を

察
し
、
次
に
水
の
手

を
自
在
に
し
、
諾
材

木
・
薪
炭
等
の
運
孟

の
利
と
老
ひ
、
此
の

梁
を
鰯
す
便
り
式
宮

を
節
一
と
し
、
肌
っ

惣
樵
を
途
管
す
る
に

は
、
諸
役
所
を
捌
個

緋
唾
蓉
耐
唖
癖
一
手
窪

と
法
な
り
。

計 125

が対ttしている。御堂所の東側背IfliはI1111I1II'-､となる。

そのI'llいの中に,ll'l蔵・米Il髄・材木戯・炭州k・小炭ﾉ厳

など9棟と汰場役所がある。mmいの外側に念1ﾘ|雌・

Ill神・神明の社寺がみられる。

御楽所の規模は，集落中もっとも大きい。坑場法律

の松岡Ill惣構（外門を入れば左の方）とは異にしてい

る。その位置は，藤琴川左岸の豊所沢と七枚沢の中間

である。銅床の西隣に鋼mm(j3,また木研鍛冶

の山隣に銅1ll釜と並んで鉛篭i2mが位慨してL､る･

さらに喋落の北部には,I彊者・中間小屋・鋪主など21

棟が位置している。その'ﾉq側には愛宕liil立があり，藤

琴川の左岸，中心集落のIﾉq端にば焼木満が<%,られる。

七枚沢の上流の大野田沢との合流点{1近一州:には，23

棟の鋤主などが集落を形成している。この付近には万

ｲiエi肌l大切鋪・三之丞鋪・新引割鋪・松之助釧・新切

鋪・菊松鋪・土井鋪・太郎八大切鋪などが群をなして

いる。

1．管理的機能一御墓所

佐藤信淵著「坑場法伸」の政事所について次のよい

にのべている。「政事所は一Il1寓機の政の出る所にし

て,mちIll主の居宅なり。凡そ坑場の総柵は外''11を入

れば，右の方には門番所あり，左の方は政’|『所なり｡」

「仰も鍍夫等二三百人以上あるIllならば，炭方・輔方

図6松Mill惣櫛（秘｢II恵吉編・佐藤信淵鉱Ill学雌

「坑場法律(上巻)jP141J;o)

作1#方．と藩●男女と合するときは，凡そ八百人もあ

るくければ，此を養育撫御して其の業を勤しむるには，

役人も亦頗る術らざれば治らざる事なり。先づ其概略

を論ずれば，年寄役五人・’1付十人・物書．勘定小役

人二十人．‐ド役五十人も有るに非ざれば諸N1を排ずる

に足るべからず。其の外か餓夫・鮒手．炭焼職人共に

十人に蚊役一人・添役一人づ塁立置くし。」と。また

坑場は「公政不入の地」であり，管理的機能の'I'縦と

しての政'I所の重要性を説L、ている。天保14年の太良

鉱山の惣人数（758人)21)に対して管理的要員（芝配

－34－
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人手代役人医者)no人は全体の14.5%となっており

この比率は，坑場法律・政事所構成要員率とほぼ同値

であった。その中心が御皇所である。

平鉛山岡絵図の御墓所は支配人の居家であって，そ

の位置は集落のほぼ中央部に位置している。坑場・一

村の総囲の大門・外門を入ると右手に入口番所があり

役人小屋6棟が続き，御皇所にいたる。御肇所は，周

囲が柵で囲まれており，川内には鉛蔵・小炭蔵・米蔵

材木蔵・炭蔵などがありそれぞれ管理されている。そ

して，柵外の東側には，山神・神明・念俳堂などの社

寺が配置されている。また，御皇所正面，西側に本番

鍛冶・銅床・鉛床・銅釜・鉛釜の生産機能が位置して

いる。

おもな山受入・支配人

秋田領内諸金'11箇所年数'帳によれば，

「平鉛山古銘藤琴鉛山，銅鋪有

当山は御遷邦以前に出来，御国替以来相糟致

し，元来銀山也。奉行御付添，藤琴銀山と唱え

て，寛文之末の頃よりか鉛山に相成候。元禄十

六末年まで鉛山にて，歌代庄兵衛・鈴木六右衛

門受山致し候。大坂屋にて仕入致候｡」とある。

同帳によれば，文化14年丑年11月に直山となるが，そ

の間，板倉重兵衛・大坂屋治右衛門・同八郎右術門・同

武左衛門・同博四郎・伊多波武助・大坂屋久左術門・

同彦兵衛などが受山としていた。

大坂屋は，鉱夫雑講によれば，「大坂屋は本名奥田

氏也。慶長以前より橡州銅山備中銅山其外処々受山し

元和年中には吹屋職の仲間へ加り･･･…」とあり，大坂

屋は，奥田氏と称し，諜州・備中の銅山，その他にお

いて多くの鉱山を受山し，元和年間（1615～1623）に

吹屋職の仲間となっている。なお，大坂屋手代松井善

右衛門の由緒書（松井家蔵文書）22)によれば，「本家

分者慶長度6､大坂四ツ橋炭屋町住居致，初年に術後銅

山相稼，家業者銅吹職に候，追々御国始諸国銅鉛山取

立申候，元和年中従御公儀御用銅吹職被仰付候，往古

ハ長崎二出店有之，竿銅下し候而朝鮮紅毛人江交易致

薬種其他向々へ責捌，人参は居宅ニおゐて，月二三度

市立候由承博候」とあり，大坂屋は大坂四ツ橋炭屋町

に居をかまえ，かなり広域にわたる銅商人でもあった。

また伊多波武助について鉱夫雑謹には「伊多波武助

は勢州松坂の産地能代相沢何某なるものえゆかりなる

故以て御当国に罷下り其時相津何某処々の山々江仕入

なしたりと……」とあり，伊多波は勢州松坂の出身で

あった。

天保14年には，太良御詰合・長峯政兵衛，支配人木

津理左衛門，矢植詰合大井集（隼）支配人成田新一郎

の管理となっている（奥のしおり）。なお成田新一郎

の先祖は成Ill儀兵術で，勤功のある家柄で十八扶持で

あった（奥のしおり）という。

太良鉱山は，明治7年に小野組借区として稼行され

るが翌8年に工部省直轄となる。明治18年に古河市兵

衛が払下げを受けるが，その間，太良鉱山の開発に尽

されたのが阿部知清である。嘉永5年（1852）に盛岡

麿匠小路に生まれた阿部知清は，外務省外国語学所な

どで学び，明治6年の22才にして工部省鉱山寮に入っ

ている。､そして，同年に官営小坂鉱山の近代化に従事

したドイツ人鉱山師兼製鉱師クルト・ネットーに随行

し，わが国製錬技術史上著名な湿式製錬法・チャフオ

ーケル沈でん法・ハントグイラス法の組合せによる銀

銅採取新方式の導入実験に尽粋している。小坂鉱山製

鉱科主務（明治10年）などを暦任したのち，明治13年

に太良鉱山に赴任している。その時の太良鉱山につい

て，阿部知清・記事録に次のように述べている。

「太良二赴任セリ，時干明治十三年五月五日ナリ，

当時太良副主任ハ木津小一郎氏（太良人）ニシテ

余ノ赴任スルニ当り現場取締ノ名前ヲ返ス現場一般

ヲ監督セルモ其実採鉱所一体ヲ左右スルノ実績アルヲ

以テ随ツテロロ余カー身二集ルノミナラジ役員ノ如

キハ殆ン卜太良土人ニシテ慨ネ親族ナレハ互二気肌相

通口二土人卜共二従来ノ習慣ヲ之し好ミ余新法施行

二向ツテ子来坑争セント試ム以テ余財務上困難不一方

日夜苦心ヲ極ムル其際二技長メスケルハ百年口習旧

慣ヲ号令ノ下二義セント試ミタルヲ以テ余ハ旧間人卜

急進家ノ中間二孤立セルヲ以テ其ノ苦心口役員ニシ

テ日夜ノ痛心能ク残筆尽クシ処ニアラジ」と，鉱山開

発における新法の導入とその苦心を記録している。

阿部知清は，明治18年に阿仁鉱山が古河市兵衛に払

下げられた後に古河阿仁鉱山五等技手を命ぜられ，か

つ水沢鉱山の開発に着手している。明治20年には，太

良・水沢・長場内鉱Ill事務長に就任してし､る。

大坂屋は，磯州・備中などの諸鉱山を受山した吹屋

職であり，かつ銅商人の家柄の出身であった。伊多波

－36－



近世後期における太良鉱山の喋落描成とその機能

武助は勢州松坂の出身であった。また，明治期の鉱山

開発に尽力された阿部知清はI阿部盛岡の出身であった

が，明治1(1年に東京大学教授に転任するまで，鉱illの

近代化に従事したクルト・ネットーなどの近代的鉱ill

技術の導入に貢献し，また太良鉱山開発に貢献した。

このように，寒村太良は鉱llIの開発にともない，全

国的に広範な地域からの多くの人びとを迎えて，多様

な地域の文化と近代的文化の展開をみたのである。

2．生産的機能

中心集落の御蕊所正Ifliに而して，本番鍛冶1棟，銅

床．鉛床1棟，銅山釜3棟，鉛釜2棟が配置されてい

る。天保14年の小屋数覚によれば，鉛釜4．床屋1鍛

冶屋1軒とあり，ほぼ同軒数となっている。

「石金燃方覚」23)には，

「一、石金壱釜四百固|-|，内三百四十質l-l，金拾貰

目ゴミ，但燃初より三度返し又は四

度返して次方に相成申候，此日数三

十五，六日ないし四十五，六日にて

次方に相成申候

右入方

一、薪八歩七五位初燃より三度返し四度返し迄八

方，但壱ケ度弐歩五分

一、大炭三拾壱質五百a.内廿貰目初燃，七質目二

度，三質I｣三度一〆[1四度

一、同，四拾六〆目（燃釜普請夫）此寸灰五升七

合五勺但壱升八買目積内二升初

燃壱升五合弐度返し，壱升五合三

度返し，七合五勺四度返し

一、衣草拾〆半但萱蕊芥之頬壱しめ六尺純にて

壱九を壱把

一、延土廿側Si燃釜普請夫

一 、釜大工七人合」

と記録されており，石金燃方の釜大工人員7人など，

その規模，連川等についてつたえている。

一方，鉛'吹方については，「鉛吹分覚」に次のよう

に記録されている。

「一、焼ｲj金三百五拾畷'1，但壱吹但石金四百貰

目焼候へば五拾貰目位燃減に相成申

候，此出鉛二百四拾貫目位

右入方

一、大炭百貨目吹炭

一、延土廿質、床普諭夫

一、鮎拾八貰目位鉄猟皮羽口竹焼斗り薩諸荒物

代百五拾文位

一、床大工壱人一、同手子三人一、寸灰繕

女 壱 人 ， 」
からみ

また，「緩吹方覚」には，

「一、鑑百五拾貫目但一卜吹此出鉛三〆目，

右は本番吹より出候銭溜置吹方二相

成候

右入方

一、木炭四拾五間11－、延土拾質i二’一、床

大工壱人一、｜司手子二人一、

援燐女一人」

と記録されており，生産的機能・規模をうかがうこと

ができる。

現在，膝里町歴史民俗筏料館に太良鉱山で用いた輪

が収蔵されている。この姉の上蓋裏面に，「明治二十

年六月吉日，秋田嬬北秋Ill祁岩瀬村九嶋市之助(工)」

と墨書されており，技術Ifliにおける地域的交流の一端

をうかがうことができるが，太良鉱山における技術者

集団の全容を知ることは困難である。

労働者の移動

明和7年'1770)には総人数750余人（鉱夫雑認）

に及んだ太良鉱山は，文化3年(1806)には380人余に

減少したが，天保14年（1843）には758人と再び明和期

の規模となってL,る。明治8年11875!の小野組借区

期には従業員546人であった2:)そのうち，役員33人(6.0

％)，坑夫181人(33.2%),lU元雑使用人332人(60.8%)

で，その殆んどは，坑夫・lll元雑使用即ち一般労務者

であった。天保14年には，支配人手代役人医者no人(総

人数の14.5％）で，管理的要員の比率に若干の相違は

あるが，その多くは一般労勝者である。これらの労務

者は，鉱|川特有の移動形態を形成している25)といわれ

ている。これらの労務者の移動について，藩政期の太

良鉱Il｣に関してはその資料が乏しく，本稿では近代（明

治40年～大正10年）における状況について報告するに

とどめる。

太良鉱ill宝源庵の現存する資料によりおもな出身地

をみたのが表4である。出身地の明確な100人中，県内

出身者のなかで最も多L､のが北秋田郡で，県内出身者

の57.5％を占めている。次いで山本郡（23.0％)，仙
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表4太良鉱|||労働者のおもな出身地

(宝脈)唯過去帳明治40～大iHIO年による）

北郡（9.2％)，鹿角桃（8.1％)，由利IlI・雌勝郡(各1.2

％）の順となっている。北秋田郡Ill身者では，阿仁地

区が最も多く，阿仁・一ノ又・小沢・三枚・萱草などの

鉱山や鉱LU町，阿仁合・水無・畠町などの出身者が多

い。さらに，荒瀬・前田・米内沢・'｣､繋・増沢・鷹巣

響などの町村の出身者で占めていた。一方，lll本郡で

は，太良鉱山周辺の藤琴・大沢・粕毛村・八森怖鉱Ill

桧Illからの出身者であった。

仙北郡の出身者には，角館・ドIll代・枇沢・土川・Yll郷

横堀・南楢岡村などであった。鹿角郡では，尾去沢.

不老倉・小坂の各鉱Illからの移動に特色がある。雄勝

郡では院内鉱Ill川身者であった。概して，阿仁地Iﾒ:や

鹿角・雄勝郡・Ill本棚などの県内の諸鉱LU,太良鉱Ill

の周辺農村地域，及び仙北郡からの出身者に特色的な

移動がみられる。一方，県外の場合.Ill形県（置賜郁

塩井村,I何個賜郡窪Il1村，南村山郡瀧山村など,宮城

県（仙台ほか)，栃木県（多賀郡上根村ほか)，新潟県

（佐渡Ill州1川mi),miu県（氷見郡碁粁村),5川ﾘ11.

岡1ll県（川"1(11)上り]:村)福岡県（遠賀郡八幡町）など

から移動している。それらの多くは全国の詣鉱LUから
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近Ill-後nilにおける太良鉱Illの雌然柵成とその機能

移勤した渡坑夫であるものと考えられる。

太良鉱山同盟友子出生にかかわる衝料（写真6）に

散見する出身地には，陸奥．陸中．陸前．越後．信濃

・紀伊・但馬の諸地域などがあり，前述した県外出身

者を併せまとめた分布図が図7である。その移動範朋

は極めて広範であり，地域文化形成に及ぼした影群大

なるものがあるものと考えられる。

3。流通的機能

坑場法律には，雑穀曾所・造雌曾所．純Ill噌所．呉

m曾所や料理所・歓楽所・日和曾所．リ1噸;所などの消

徴流通機能を鉱Ill集落の機能的要素としてあげている。

太良鉱山においては，平鉛Ill岡絵ⅨI.ル『j橘の股観図で

はその機能を知ることもできないが，、ド鉛lIl岡絵図に

は，炭蔵・材木蔵・米蔵．,j,炭蔵などがI氾,職されてお

り，諸移入物資の収納庫としての機能の仔在を知るこ

とができる。天保14年の小屋数覚には，竹大炭・米・

挽物・味噌・荒物などの収納蔵9軒とある。しかし，

これらの資料からは，雑穀・造雌・緋,1,11,・呉llliなど消

i'i的曾所・歓楽所・日禾II曾所．典符所などの歓楽．流

通的機能の所在は確認することはできない。

寿Ill随筆には，「今の能代の娼家も元トハ､Fill繁ハ

の項をへ|司所の遊所たりしか衰1発の後,fci湊の地へと

て能代へ移したりとなん。則柳町てふ名も平lllにあり

しよりの名なりといへIp.。其外間間のｲ|Vも能代へ退(1;

せるよしは人里寧子安か紺をられたる」1，噸I鎖i謡にもf11

見へたり」とあり，消岱・歓楽的機能は早くから発達

していた。しかし，鉱Illの際衰によって，その変容も

顕著であった。

洲物資の移入

太良鉱UJの天保11年(1843)における，おもな移入

物盗について,'"iilti'in仙段付」261からゑてみると，米

(ｲi当り3貰文）・味if(1/11140文）・恥1升27

文）・酒(1升100文）・たばこ1斤170i;)．、|も紙

1帖1肖国50文,*.40文).赤施(1状26i)．厚紙

（1状240文）・筑前半紙（切l()0枚264文）．杉原1

状300文）・並大施（壱状154文）・パl廻り(1状456文）

・黒(1T120文）・筆(1対6()文）・びん{､I-(1ケ7

文）・木結1把輪7文，切25文）・'ﾉm(20匁iooi)

・白糸(1001=1140文）などがあげらルI,多柿多様な物

衝の移入があった。

犬保12年の「来寅年地買人iimii'i沈文」「米寅年謝j'll'l

一
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図7太良鉱Illのおもな労|動者の出身地（県外）

lll生免状写真6

注文」には，太良鉱Ill必需物資である筆・畳・木綿な

どの地元から買入れる譜物資やそのほか鉄・塩・タバ

コ・鍋など多くの物Ill)のI'll'.11・量が記録されている。

また，「来寅年御下シ諸i'ii'i注文」には，大阪方面から

勝を.1して注文するi'ii'i11の篭・代金が記録されている。

以一ﾄﾞ，おもな移入物衝について，その概要をみてふる。

飯料米

天保12年(1841)の「太良鉱山，丑十月朔日6､米寅

年十月m11迄御米M,iｷ上」によれば，太良鉱山の飯料

米は3,09()ｲf8-I-4升となっている。ほかに6()(順が矢

Millに送らｵ'ていた。その主要なものは，能代御蔵米

2,090.{,-と喋琴村煎り分1,000石であった。なお，明治

4年(1871)の秋Ill滞鉱ill損益之調書27'には，太良・

矢搬鉛|||の飯料は3,600ｲ1である。

一方，天保4年（1833）の笹森家文書28'によれば，

川‘進||｜・太良ill飯料米900俵が，久保田から潟迦コー

スで移送されている。

太良鉱山支配人から矢坂村肝煎に出された請取証文29》

（犬保2年）には，
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誰子 清 孝

「御物成米本廻九拾石九斗八升五台右ハ太良

鉱山富卯年飯料米二而健受取申候時巳上

太良鉱山支配人

石田久四郎印

天保弐年

卯十一月十四日同支配人並

笹谷丈右衛n印

矢 坂村肝煎殿」

とあり，矢坂村からは太良鉱山に毎年100石前後の

飯料米が移送されていた。

藤琴村蔵宿「去丑年分村全御物成米受取高雪上」30）

によれば,受取高は1,320石7斗2合であった。その入

荷先をみると藤琴村147石余，粕毛村146石，大沢村10

5石，矢坂村117石，梅内村164石，種村83石，荷上場村

64石，比井野村143石，薄井村3-1石，切石村52石，常盤

村189石，仁鮒村70石余となっていた。

明治4年の「藤琴村辛末正租五斗米小役銀過不納取

調帳」31)によれば，正租五斗米小役銀物納485石1斗

4升5合（石代298円6銭6厘）のうち，太良鉱Ill蔵宿

荒川平四郎に445石5斗3升5合が納められている。さ

らに，「辛末雑税仕訳書」には，口米9石7斗l合も

太良鉱山蔵宿納めとなっている。

清酒

天保13年には清酒は1,000荷の入荷を見込んでいる§2）

そのうち久保田から400樽，荷上場からは300樽を舟運

によって藤琴・金沢を経て移入するとしている。一方

地元藤琴からは300樽となってL､る。それだけに，久保

Illは勿論のこと，荷上場・藤琴においても醸造業の発

達がみられた。

ちなみに，文政11年(1828)の「六郡酒造人別」33｝

によれば，lll本郡酒屋軒数23軒となっている。

能代10軒，藤琴5軒，荷上場2軒，森岡・鶴形・桧

'11．飛根・比井野，仁鮒各1軒であった。藤琴村の場

合，吉郎兵衛・藤兵衛・名兵衛・彦衛門・平四郎の名

がみられる。荷上場一藤四郎・嘉兵術，仁鮒一七術|川l

比井野一吉郎兵衛，飛根一長三郎なども記録されてい

る。このことからしても，ことに藤琴村の場合，酒屋

軒数が他地域に比して卓越していたことが知れる。

御下し諸品

大阪方面からの移入物資は極めて多い。その一例を

あげると，茶300質，傘50本，畳表200枚，からたけ15

表5藤琴村渚職人構成一天保13年一

人数 備 考職種

9人大 工

木 挽
ワ
ー

萱手 1

鍛冷 3

榊 屋 4

染屋 1

小 商 他に村外の者3人，※11

端物商 3

幽業若勢 一季奉公

日雇若勢

計 39 ※※

※平らIUJ篭Ill往来之者腰掛休杯之商売」
※※「平鉛Ill篭ill両Illに諸商仕無高小高之者共夫を渡世」

（「藤琴村諸職人取調言上帳控」藤里町役場
所蔵，藤里町誌P131～4所載により作成）

本，木綿280反などがある。紙類では，防州岩国．播州

杉原などから4,213枚，筑後柳川から1万2,000枚など

が移入されていた。そのほかに，塩350俵が，日本海を

北上し，能代湊に陸上げされ，荷上場を経由する舟運

によって移入されていた。

藤琴川の舟運

青森県境の白Iplll地から発する白石沢と黒石沢が，

太良の北で合流して藤琴川となる。藤里町馬坂で小比

|ﾉ1川，さらに粕毛川を合わせ，荷上場（二ツ井町）で

米代111に合流している。この藤琴川の上流に位置する

太良鉱Il1の開発にともない，鉱石の運搬や人馬の往来

のために藤琴川の舟運や藤琴川沿いの街道の発達をも

たらした。

天保13年(1842)の藤琴村諸職人取調言上帳34)(表

5）にみられるごとく，山村地域でありながら商HII流

通が比1校的早くから発達していた。

菅江真澄の「しげき山本」には，文化3年(1806)

頃の舟運のようすを伝えている。「金沢邑にいたる，

陀比良夜万に錆きわけし黒鉛十六貫めを一こほりの荷

として，人の背にて負ひもて出て，ここより丸木舟に

つみだし，停代の港にこぎ行など……｣，「金沢村より

更に鉛職む小舟にのりて，一ときの程に藤琴に至る」

－40－



近世後lUlにおける太良鉱山の集落柵成とその機能

と述べている。

一方，扇橋は藤琴川舟運について，「奥のしおり」

(天保1-1年)に次のように述べている。「道々 殊之外風

景よろしく一ノ渡りと申村へ出，それより金津と申村

有之，此所まて太良より加護山へ金を積送り候通船藤

琴村より日毎に参り候得共，此先ハ石尚く船通ひ不申

候，此所に太良よりなまりを背負ひ又ハ牛馬に附ケて

参り入侭巾候蔵有之，それより寒津とIh所へ出Ill候，

典手Ill)に橘有之，此僑へかかれハ半道提之まハリにて

其川下を歩行わたりいたし巾候，それより一里斗登り

坂にて太良へ出Ill候｣35）と述べ，金津村からの下り船

の最観をl1lyきとどめている(図8)。また，「北御山よ

り能代へ銅を賊送り候船に便舟相頼，荷上場より切石

ノ渡シを趣，飛恨鶴形此所に船改需所有之，しばらく

船を附釧井便舟荷物等相改八ツ半頃能代水'''方御役所

の下夕へ着船いたし申候｡｣36)と述べている。

天保1-1年，金銀銅鉛鉱山方巡検便が太良鉱Ill巡検時

のj洲駄賃記録37'には，

一、鉛拾!‘{､'’二付’''水より金沢迄四拾文，金沢

より膿琴迄三拾文喋琴より樋Ill迄舟廿文

一、米壱打二付荷上場より藤琴迄舟八拾文，

砥．

藤琴より金沢迄舟百六拾文金沢よりill本迄

二百文

一、諸i'ii'i拾閲II二{､｜荷上場より藤琴迄廿五文，

藤琴より金沢迄四拾文陸五拾文金沢よりill

本迄五十文

一、酒壱櫛二斗位喋琴より山本迄四-'一文

一、薪壱棚浜元より釜前迄上賃夏四十文冬百

六十文

一、米壱ｲi二付ルkl敗金沢藤琴荷上場二十文

一、itfi'n'i拾MSH三ケ所共五文宛

とある。

以上のことから，太良鉱||｜・金沢間を担夫，牛馬に

よる陸送，金沢から下流部では丸木舟など'｣､型舟によ

る川ドげ・川上げが主嬰な交通手段となっていた。物

資の移出の中心は鉛(i6rnii梱）で，移入〃Iは米酒

諸品など多種多様に及んでいた。

明治6年（1873）「雌琴村・五十石以下諾船書上

控｣38）には所有荷,川船の節イi数.船種などが記戦され

ている。

登録船数は20股で,川船15腿丸木船5砿となって

いる。そのｲ,碗:数はすべて3イiである。所有者等は次

図8藤琴川の舟運 （
船遊v-扇橘群｢奥のLお1)」
－天保1-1年一より ）
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益子清潅

一、岡船壱縦算荊数三石無税

持主村岡丹五郎

iﾘ]治五年申三月ヨリ新規

一、川船壱股算石数三石無税

持主市川公四郎

明治四年末五月ヨリ新規

一、同船壱膿算石数三石無税

持主村岡清太郎

明治六年二月ヨリ新規

一、｜司船壱股算石数三石無税

持主伊藤勘平

明治五年申三月ヨリ新規

一、Ill船壱股算石数三石無税

持主加茂谷近右エ門

明治六年四月ヨリ新規

一、同船壱股算石数三石無税

持主加茂谷彦卜助

のとおりであった。

一 、川船壱股算石数三石無税

第三大区三小|底｜｣|本祁藤琴村

持主伊藤久左エI"l

明治六年二月ヨリ新規

一 、同船壱股算石数三石無税

同人

明治六年三月ヨリ新規

一 、川船壱股算石数三石無税

持主伊藤多右エI"l

明治六年三月ヨリ新規

一 、同船壱膿算石数三石無税

同 人

明治六年七月ヨリ新規

一 、川船壱膿算石数三石無税

同 人

明治五年*七月ヨリ新規

太良鉱11』

金沢

I

③

送
迎
り

図9太良・尾去沢鉱|||の物街移動経路

（「奥のしおり」－天保1-1年、「形銅運送役定証」一|ﾘ｣治21年、「I艇1(1111誌」などにより作成）
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近I":後期における太良鉱Illの集落椛成とその磯能

明治五年申五月ヨリ新規

一、 同船壱砿算石数三石無税

持主山田忠五郎

明治五年申七月ヨリ新規

一、同船壱磯算ｲ『数三石無税

持主加茂谷彦兵衛

明治五年申五月ヨリ新規

一 、 同船壱腰算石数三石無税

持主塚本七太郎

明治四年末二月ヨリ新規

一、丸木船壱股算石数三石無税

持主斉藤ﾀI吉

明治六年七月ヨリ新規

一、丸木船壱股算石数三石無税

持主田中忠助

明治五年申六月ヨリ新規

一、丸木船壱股算石数三石無税

持主市川藤兵衛

明治四年末四月ヨリ新規

一、川 船壱股算石数三石無税

持主村持

明治三年午二月ヨリ新規

一、丸木船壱磯算石数三石無税

持主市jll藤八

明治五年申正月ヨリ新規

一、丸木船壱職算石数三石無税

持主伊藤ﾀﾛ市

明治四年辛二月ヨリ新規

合 二 十股

右之通奉書上候処相違無御座候

以上

明治六年九月

第三大区三小区

山本郡藤琴村

伍長惣代

山口与三郎

副戸長

村岡小八郎

戸長

伊藤和一郎

秋III嬬権令国い1仙吉殿

なお，明治21年の「形銅運送役定証」などをもとに

尾去沢鉱Ill・太良鉱Illを中心とした物資の移動経路を

みると，その中心は米代川や藤琴川の川上げ・川下げ

であった。しかし，冬季には雪車などによる陸送もみ

られた。一方，能代湊以南は，八郎潟の潟廻りも重要

な輸送経路であった。ハクマイルの見聞記39）「小坂へ

の旅とそこでの滞在」には，

「明治8年6月10日横浜を出港，小坂を目指して北上

した。釜石，津軽海峡を経て，男鹿の船川港に寄港し

た。能代は港が浅くて使用できなかったからである。

ここで積荷を平底船（50ﾄﾝ積み）に積替え八郎潟を縦

断，さらに地峡に沿って能代に至った。ここでさらに

小型船（5トン積み）に積替え，米代川をさかのぼり…

…」と述べており，潟廻りコースは極めて重要な輸送

路であった(図9）。

4．宗教的機能

平鉛山岡絵図には，御墓所西隣に参道があり，その

北東方向の丘陵中腹に山神社がある。参道の途中北側

に神明社もみられる。一方，中心集落の鉛釜の西隣に

は愛宕前立社が位置している。さらに藤琴川の右岸，

愛宕Illに発する愛宕沢と藤琴川の合流点・行人砥に接

して弁天社がみられる。また，御蛋所の東側の材木蔵

と柵を境に念俳堂が位置している。これらの社寺が太

良鉱山の宗教的機能の核となっていた。坑場法律には
うぶっな

「山の神は山内の産都那にて，毎月朔日・十五日両度

づつの神事あり」と述べ，坑場の年中行事の大略を示

し，「此の上を工夫して妙を極むくし」と祭而B礼の重

要性を説いている。また「Ill内の人は冠・婚・葬・祭

とも皆なi''1道の儀式を以て，執り行ふを以て，年忌の

祭迄も皆社家共これを勤む｣,nu内は伽をぱ厳<忌む

こと故に悉く神道の葬祭なり」と述べており，鉱山に

おける宗教的機能は,¥M神社がその核となっていた。

太良鉱Illにおいても，その立地・配置からしても同様

であったと考えられる。

II｣神社に関しては，文書・文献等に乏しく，同社の

棟札・ドt鏡・鰐口・懸額，その他の遺物がその信仰的

様相をとどめるの桑である(写真7）。

山神社の棟札のなかに，享保17年(1732)のものが

ある(写真8-1)。「奉建立山ノ神堂請願成就祈所」
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益子清孝

文化5年(1808)年の佐竹義和筆｢山神宮」懸額（写

真7－2）が保存されている。また，文化7年(1810)

の棟札には「奉造立山神金山彦命賓殿一宇祈虚」とあ

り,o神社の賓殿が造立された。願主は成ⅡI伊助，別

当千手院であった(写真8－3)。

一方，文化10年（1813）の棟札には，「合建立愛宕

|||大権現拝殿壱字」とあり，愛宕社の拝殿が建立され

ている。願主は大坂屋伊助，別当千手院である。

現存する二神鏡には，「戊天明八年申五月金彦神

社出羽秋田Ill本郡平御ill願主大坂屋久左衛門支

配人成圧l伊助｣，「戊天明八年申五月天照皇大神宮出

羽秋田山本郡平御山｜頼主大坂屋久左衛I"l支配人成

|Ⅱ伊助」と銘がしるされている。

また，寛保3年(1743),明和9年(1722)'嘉永4年

(1851),文久3年(1863)の棟札，安永4年(1775),

安政3年(1856),文久3年(1863)の懸額も保存され

ており，太良鉱山における宗教的な展開を伝えている。

ことに寛保3年（1743）の棟札には，「奉械訓陀羅尼

i'ii'i百巻大乗妙典二部祈御Ill繁栄」（写真8-4)また，

嘉永4年(1851)の棟札には，「奉修練大聖歓喜大天

秘ft供太良矢植両山繁栄転禍為福如意祈所，吉imii一

乗院宝義琉花岬｣｢願主筑和又左衛門重遠ⅢIB平治長

恭｣(写真8－5）とあり，その鉱山における信仰の様相

をつたえている。

なお，明治期にいたって，山神社（村社）・愛才'ifli"

社（無格社）は明治43年10月20日に藤琴村字馬坂村社

浅間神社（氏子367戸）に合'肥された。

寿山随筆によれば，太良鉱山の太良山浄国寺につい

て，「同山古代に有之寺院の内に太郎山浄国寺といへ

る号あり。神楽勝|川l前坊の辺りにありしとかや。斯て

Hill衰微の日，寺院ほかたの所々 へ分散して佐川'l'を移

をり，多くは能代の辺へ退きしよし。此浄|工l寺も能代

iﾉﾘ福寺の方へ移住して，今猫西隔寺末寺として小庵に

ifせり。」とあり，少なくとも文政期以前にH寺院が存

在していた。そして，年代は不詳ではあるが，能代に

移転している。この浄|玉l寺は神楽岱門前坊の辺りにあ

ったことになる。その位置を山本郡平鉛Ill岡絵図1(11で

顛推すると，深沢の東方のI"l前坊岱とも考えられるか

その位置は定かで･はない。

平鉛山岡絵図には，御墓所の東側の各種蔵を柵州い

した冊外に隣接して念俳堂がある。この岡絵図はii:戸

写真7-1山神社

Ｆ
１
】

写真7-2山神社懸額(文化5年・義和筆）

(表)，「右建立者佐竹大善大夫｣(裏)とある:0)願主は

大坂屋武左衛門，別当千重院，大工仁左衛門・伝十郎

となっている。一方，元文4年(1739)の棟札には，

「奉勧諭愛宕山大権現宮営ill繁栄」「別当千手院願主

伊藤惣右術''11」とある。両社の現作する棟札の最古の

ものである。しかし，秋|Ⅱ県指定有形文化財・太良鉱

Hull神堂（立石林業株式会社太良出張所）蔵鰐口（銅

製・円形・直径22cmには，「奉寄進愛宕山鰐口一面

信筋内Il1善右衛門慶長拾六年七月吉日」（表),「秋

田銅屋久四郎吉次作」（裏)と銘があり，前述の愛宕大

権現宮勧摘棟札より128年前のものである(写真9)。

寛政2年（1790）の棟札には，「合奉再興金Ill彦Ill

社伊勢太神宮稲荷大明神御蛍一宇」とあり,U4ﾈ｢|'・神

明・稲荷社が合)ffi再興されている。願主は成田儀兵衛

同伊助，別当千手院であづた(写真8－2)。
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益子清 孝

時代後期に作製されたものと考えると，この念仏堂は

「宝源庵」でないかと考えられる。

宝源庵は，藤琴村・義峰山宝昌寺の未庵である。宝

昌寺は，佐竹藩主の客末寺院として秋、に移住した義

峰山鱗勝院の末寺である‘噌開創は正保3年（1646)，

開'11は環安嶺州大和尚(秋田市義峰山鱗勝院四代住職）

で，曹洞宗寺院である。宝源庵の過去帳が宝昌寺に保

存されている。現存する過去帳は，安永元年（1772）

から大正14年（1925）までのものである。したがって，

少くとも安永lりlには宝源庵は存在していた。しかし，

大正8年3月25日に休山し，昭和10年に再|刑したもの

の，現在はわずかにいくつかの墓碑を残すのみで廃嘘

となっている。

現存する墓碑には刻字の鮮明なものも一部あり，そ

のおもなものをあげてみると，

I(表面）奥Ill氏菖霊墓

（側面）延享三丙寅年七月建立（写真10-1)

Ⅱ（表面）奥旧氏家臣寓霊墓

'111(表師先剛代割撫砺
(側面）

(裏面）

春山良雄居士

大正六年五月十二日

(表）

木沢良蔵雌立

Ⅳ（表面）南無阿弥陀1弗（写真10-2）

などがある。

Iの奥田氏は，鉱夫淵騨にみられたごとく，太良鉱

山を受Illとした大坂屋である。太良鉱山は，文化14年

(1817)に直Il｣となっており，同墓碑の建立が延享3

年(1746)であることから直山となる以前の大坂屋の

受山時代の建立墓碑である。

Ⅱの奥HI氏家臣寓霊墓の雌立年代は不詳であるが，

大坂屋受山時代の雌立と考えられる。

mの蕊碑雌立者の木沢氏は，扇橋の「奥のしおり」

（天保14年）の「支配人木沢理佐衛門殿」につながる

子孫と考えられ，近代においても惣山支配の任にあた

っていた噌蕊碑炎Ifliは，木沢久蔵氏（明治38年4月

8日没)，同夫人（明治36年9月23日没)，側面は木沢良

蔵氏二男房雄氏（大IF5年2月9日没，26才）の戒名

となっている。

そのほか，多くの蕊碑がみられるが，その刻字等は

不鮮明で宝源庵の過去帳が唯一の手がかりとなってい

る。

5．医療機能

天保1-1年(1843)の太良鉱山小屋数覚に，「医者壱

軒」とある。居家は御牽所のIﾉq側，鉛釜の北隣に位置

(裏）

写真9太良鉱山山神社鰐口一秋Ill県指定有形文化財一
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近1":後jUlにおける太良鉱mの喋蕗椛成とその機能
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写真10-2蔑碑

北原家に関して，享保年間(1716～35の角館内町

絵図に記録されている。同絵図の小人町東側に北原伊

右衛|M1屋敬（表71肖1半・裏12間）が，北隣・東条五郎

左衛|川l裂地，南隣・木村惣八郎裏地に接していた。伊

右術I"]は豊前守様御家中（式部家義堅，享保5年家督

享保17年廃家）で，ｲﾉﾄ右術I"lが伊作の何代か前の枇先

になるという叩天保12年(1841)の分限帳45)によれば

北原家（'冊作）は戯出高15石・高3石3斗9升6合で

あった。一方，万延元年(1860)角館内町絵区|には，

勝楽丁東側に北原〃}作の屋敬が記録されている。表13

間1尺3寸6歩・典431川とある。北隣が岩橋又之蒸（現

在の冊儒家%,m隣が千代六郎右衛門(現在の千代家)で

あった。小人町から勝楽丁に転居した年代は不詳であ

る。

一ﾉﾉ，「御薬1蕊|ﾉj備忘｣46)によれば北原家（伊作．

文川虻）はfij鮒大塚薬閑（岩瀬村上野）の御用係であっ

た。このことからも，北原家が医療関係の業務にたず

さわった1'ﾃ賊が知れるのである。そして,nらから理

Illで太良鉱illに移り(!:み､,I夷師としての業にたずさわ

ったのである。mれにせよ，角館町医人の業績は秋田

県における医学史上刑||に値するものがあり，その医

人の一人が太良鉱Illにおいて医業にたずさわったので

あった。

V.おわりに

近I";後期における太良鉱Illの中心集落は、御墓所・

役人小隙・I'1冊処・汰場役所・諸蔵などの管m的機能，

a床．鉛味・卵illl兼・鉛釜・本番鍛冶などの生産的機

能,LU神'埴・神IﾘI社・愛Yf社・念沸堂などの宗教的機

写真10-1奥Ill氏寓霊蕊

している。集落のほぼ中央部である。坑場法律の薬極

所に相当する機能を維持したものと考えられる。佐喋

信淵は薬種所の職掌を「此は薬物は勿諭の‘'1言，沙糖類

・干菓子をも責り，茶・姻草をも|淵ひ，nつ此の曾所

には本道・外科並に針醤･按際等も侍在て謝川を沸ず｡」

とのべ，さらに「又山内諸人夫の薬を飲たる此のM数

を調て，其の人夫の支配役所に書きⅡ'すときは役所よ

り薬代を排ふ。凡そ人夫に借掛の出来たるは皆な此の

例なり。故に酒などは多くは借し飲しむる，h:勿・」とill

内諾人夫の薬料支払などについてものべている。

しかし，太良鉱Illの場合，底者のi[勝に靴i'ii'i御所等

の業務があったかは不詳ではあるが、少なくとも|災薬

の業務にたずさわったことは蒋定しえない。｜災療の業

務にたずさわった医師についての記録は殆んどないが

太良鉱Illの宝源庵の過去帳,fﾘIf/Ml年に鉱UllKfiiliの記

録がある。「真梁院梅林秀弘KI;,十〃lt-0(IH九月

廿六日）北原鶴治父伊作云，仙北角餓j潅人当鉱Ill医師

也，七十四才」とあり，その一端を知ることができる。

北原伊作は，天保5年(1834)に拠ﾉ|そし，｜ﾘl治41年

(1908)74才で没している。北原慨冷はIjl作のこりjで

ある。北原家は，明治34年1901に川伽Illlから能代

ill]馬喰ⅢTに移転しているが，それ以liilに太良鉱Illの医

療にたずさわったか否かは不詳である。
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能，そのほかに医療機能や中間小屋や鋪主などの住宅

などで構成されていた。ただし雑穀会所・造醸会所・

雑品会所・呉服会所などの流通的機能に関しては充分

に明らかにすることはできなかった。また、料理所・

歓楽所・日和会所などの歓楽的機能も同様ではあるが，

文書資料において一部確認することができた。なお，

七枚沢上流部に鋪主集落が形成されていた。

山受入や鉱山の開発，管理にあたった人々とそのほ

かの多くの鉱山労務者は，全国的に広範な地域からの

移動であることを確認することができた。また，県内

での労働力の移動では，阿仁地区・鹿角郡・雄勝郡・

山本郡の諸鉱山や仙北郡からの移動に特色がみられた。

その移動範囲は極めて広範にして多様であり，地域文

化形成に及ぼした影響は大なるものがあったものと考

えられる。

一方，鉱山の開発と周辺地域との関連は極めて密な

るものがあ')，鉱山労働力の吸引，関連産業の発達な

ど，山村地域でありながら早くから商陥流通等の高次

な産業活動の発達がみられた。それは，飯料米・清酒

などの鉱山必需物資やそのほか多種多様な諸物資の移

入品にみることができる。近隣周辺地域からの移入は

勿論のこと，御下し諾i'ii'iに象るこどく，その移入先は

極めて広範に及んでいた。それは，鉱山集落における

先進地域の文化の先取性のあらわれでもある。この文

物の移入の動脈が，米代川・藤琴川などの舟運であっ

た。その移出入経路において，久保剛を結ぶ潟廻fl

コースもまた重要な交通路であった。

鉱山における宗教的機能は看過することはできない。

山神社がその核であり，地域文化の先進性の象徴とも

なっている。

鉱山集落は，多くは僻地に急激に発達し，鉱脈が尽

きると離散・消失するところに普遍的な特性が認めら

れるのであるが，その鉱HlDN発にともなう広範な地域

との文物の交流を通して形成される地域文化には，極

めて先進性があり，鉱山集落の特異性であろうと考え

られる。

本報告では，鉱ill開発と林業，商業などの地域社会

との関連や関連産業の発達，そして，年中行事などの

太良鉱Illにおけ-る生活相，排水などの多くの鉱Ill技術，

等々数多くの課題が残されており，さらに調査してL，

きたいものと考えている。

本報告にあたり，理学博士狩野豊太郎先生，秋Ill県

教育センター教科研修部長・理学博士斎藤寅川先生，

秋Ⅱ|ﾘ『↓教育庁・管理主事大坂昭治先生よりご指導をい

ただきました。また，藤里町教育委員会，藤里町雁史

民俗街料館，立石林業太良出張所，秋Ill市・佐藤馨氏，

男鹿市立男鹿中小学校長磯村朝次郎氏，秋|{1県立秋|盲H

北高等学校教諭仙波昭彦氏からは資料の提供等のご協

力をいただきました｡さらに，当館の国安寛次長，塩

谷順耳学芸課長.I鳴冊忠一学芸主任からは古文書解読

のご指導をいただきました。そのほか，多くの方々の

ご協力をいただきました。ここに深謝申し上げます。

そして，本調査にご協力､,ただいた前秋田県立角館

筒等学校教諭故林正崇氏，当館の地域研究協力員とし

てご協力いただいた前藤里町住民福祉課長故伊藤正芳

氏に謹んで哀悼の意を表するとともにご冥福をお祈り

申し上げ，深謝申し上げます。

注

1)斎藤涜則'1980):鉱山と鉱山集落大明堂

斎膿賀則'1969):鉱山開発と林業の展開一藩政時

代の阿仁銅山を中心として，東北地理21-3,ほ

か多数。

2）この計画書は,「来寅年御鉛出IVi書上｣r来寅年御代

脂引｣，「来寅年御鉛仕上中考書上｣，「服十月朔36、

来寅年十月晦日迄御米積書上｣，「来寅年御仕入銭之

内正金積｣，「来寅年地買入諸I鼎,注文｣，「来寅年御下

シ謡MM注文｣，「来寅年諸i'ii'i注文」の8冊で術成され

てL、る。

3）杉原寿山（行天）は文政期秋Ill藩の役人で，「秋IH

領内諸金山箇所年数帳」などの鉱山関係の記録をの

こしている。

4II本鉱業資料集刊行委員会編1983:日本鉱業資

料雄第五期近世編中巻所蔵で，同解説には，

幕末lりlに近い史料であると記している。肩書（朱）

には天保13年までの年数を記してある。

5）「復刻奥のしおり」昭和13年アチックミューゼァ

焚縦21(1938)P81

6）斎藤'i'i則博士は，大同年間の|淵坑は考えられないと

述べている。

7）前掲4），日本鉱業資料集第三期近世細下1983;

P63

8）秋|Ⅱ県第Ⅲ冊所載

9）箇とは，縄涯で包んだ鉛で,1個16!'1200n-Cある。

10ただし，加護lllで全量消我したのかどうかは不明で

ある。

11)秋|Ⅱﾘ,'.-史，資料明治編上「小野組借I又諸鉱山所有

物lll鉱現在高その他調」による。
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近世後lりlにおける太良鉱Hiの雌落構成とその機能

秋lⅡ県（1980）：秋Ill県史資料明治編上

秋田県（1887～90）：秋田鼎六種勧業別報

秋Ill県'1899～1903):秋Ill県勧業年報

秋川県町村会（1960）：秋HI県町村合併誌

秋川叢書刊行会(1930):秋Ill濃書別集菅K真澄集

第二

秋HI県酒造組合編(1970):秋Ill県潤造史資料編

藤叩町（1975）：藤里町誌

麓三郎（1964）：尾去沢白根鉱Ill史幼草書房

橋本宗彦(1975):秋Ⅱl沿革史大成（下）

伊藤昌介（1950）：秋Ⅱl県太良鉱山鉛Illl鉛鉱床調査

報告地質調査所月報1－4

五日会（1926）：古M潤吉君伝

鉱ill懇話会(1932):El本鉱業発達史

同和鉱業株式会社社史編纂委員会（1985）：創業

百年史

川崎茂(1973):日本の鉱Ill集落大lﾘ1堂

角館誌編纂委員会綱(1969):角館誌（四）

毎'二|ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝズ'1984):iﾘ]治ﾆｭｰｽ

事典（Ⅳ）

日本地誌研究所編(1973):｣也即学辞典二宮書店

日木鉱業協会（1968）：日本鉱床総覧

H本鉱業史料集川行委員会編(1983):0本鉱業史

料集第三期近世細下・六郡鉱山紀年録第五期

近世編中・山本郡平msllll沿,‘‘記

(1984):0本鉱業史料柴第四期明治編

上阿部知清・記事録

能代市史稿編纂委員会(1959):能代市史稿・第四

'I獅近世下編

小菜田淳（1968）：日本鉱Ill史の研究v.波書店

斎磯賞則(1980):鉱|｣|と鉱ill柴蒲人lﾘl'竜

一（1971）：北鹿鉱業地域の形成と展m-l秋

HI地即6

－（1964）：鉱mm発と地域社会の展|ﾙ1－近

世前期の院内銀Illの場合秋Ill地即創PJ号

一（1965）：鉱m刑発と地域社会の展i刑一近

世後期の院内銀山の場合一秋南紀要第1号

一（1963）：鉱山iﾙ1発と地域社会の展開一古

河鉱業K.K院内銀Illの場合一東北地理15-1

－（1967）：鉱llI開発と地域社会の展開一大

H水鉱業K.K立又鉱UJの場合一秋Ill地即3

秋川県六種勧業別報第38号による。

秋a県勧業年報による。

鉱山懇話会編(1932):日本鉱業発達史による。

前掲1）鉱山と鉱山集落第2部秋II叫鉱ill誌

P261による。

日本地誌研究所編（1973）：地理学,聯ﾘHP221

藤里町（1975）：藤里町誌P535

前掲11

鴇川恵吉編(1944):佐藤信淵鉱山学蛎「坑場法維」

富山房蔵版

前掲17

秋Ill県史(1977)第三巻近世細下P447

前掲17）

前掲11

前掲1鉱山と鉱山集落P72～73

前掲17）

秋IⅡ県(1915):秋田県史第Ⅲ冊PCTi

能代市史稿編纂委員会（1959）：能代市史稿鞘四紺

近世下編（一)P245

藤里町所蔵矢坂村文言

天保年間の文書で，天保元年もしくは|司13年と考えら

れる。

藤里町所蔵藤琴村文書

前掲2）

秋ill県酒造組合編(1970):秋川ﾘI.消造史街料細

P89

前掲17)P131～i:;-!

前掲5)P92

前掲51P96

前掲17)

藤里町所蔵藤琴付文書辛末雑税ｲ|訳,H1-V;

同和鉱業株式会社｢創業百年史」P41～42

佐竹大善大夫・義格は正徳5年に没してお0,享保

17年は義峯の代である。何らかの故をもってのこと

と考えられるが詳細は不明である。

安永元年1722'

前掲17)P423

阿部知清記事録日本鉱業史料柴Ⅳ|ﾘl附細上P9(i

前秋|Ⅱ県立角館高等学校教諭故林Ili崇氏による。

秋田姓氏家系研究会編による。

角館誌編纂委員会編（1969）：角館誌(EH)P40
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